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at-risk MASHの拾い上げに
非侵襲的検査をどのように活用するか？
～症例から考える CK-18Fの可能性と課題～
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ディスカッション

MASLD診療のパラダイムシフト
～治療が必要な at-risk MASHをどう診る？～

基調講演

国際医療福祉大学大学院
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中島 淳 先生

2026 年6月19日（金） 

13:00～13:50
会場：第 5 会場

（朱鷺メッセ 2F 中会議室 201）

本邦のMASLD診療は新たなステージへ
―非侵襲的診断法をどのように使いこなすか？―
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